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	・㈱日本政策投資銀行（以下「DBJ」）は、平成20年10月1日に設立された「完全民営化の実現に向けて経営の自主性を確保しつつ、出資と融資を一体的に行う手法その他高度な金融上の手法を用いた業務を営むことにより日本政策投資銀行の長期の事業資金に係る投融資機能の根幹を維持し、もって長期の事業資金を必要とする者に対する資金供給の円滑化及び金融機能の高度化に寄与することを目的とする株式会社」（株式会社日本政策投資銀行法（以下「DBJ法」）第1条）である。
	・「政策金融改革に係る制度設計」（平成18年6月27日政策金融改革推進本部・行政改革推進本部決定）では、「新機関が完全民営化時点で最適なビジネスモデルを構築し、その信用力や企業価値を維持・向上できるよう、政府は、財務基盤や資金調達等に係る措置を講ずる」とされ、また「自力での安定した資金調達体制への円滑な移行を図るため、政府保証債の発行や財融借入を認める」とされており、それを受け、DBJ法第22条及び第25条において財融借入と政府保証債発行の措置が規定されているところである。
	・令和8年度についても、自己信用調達の拡大に最大限努力する一方、手元資金の状況等も勘案した上でなお不足する金額について財政投融資を要求する。
	・具体的には、事業計画額（以下、「投融資規模」）を概ね令和7年度当初予算並みの2兆5,500億円とし、その遂行にあたり必要な資金のうち、1兆8,300億円を自己資金等で賄い、なお不足する7,200億円について財政投融資を要求する。
	・投融資に際しては、政府の成長戦略等に記載の重点分野も踏まえ、「サプライチェーン強靭化・インフラ高度化」、「グリーントランスフォーメーション」、「スタートアップ・イノベーションの推進」等に注力していく。
	・危機対応業務の実施にあたっては、「危機対応認定に係る通知文」および「危機対応認定に係る要綱」等を遵守しつつ、今後も法定業務としての危機対応業務を適切に執行していく所存である。
	・上記「１．」と同様。
	・平成27年5月のDBJ法の改正を経て、完全民営化の方向性を維持しつつ、①「危機対応業務」の義務化、②「特定投資業務」の創設等の措置が講じられ、これらの措置を講ずる間、政府による株式保有義務が定められることとなった。
	・今後は、引き続き信用力や企業価値を向上させるとともに、適切な業務運営を図ることが施策の達成となる。
	・DBJは第三者信用格付業者による格付を取得しており、ムーディーズから「A1」、スタンダード・アンド・プアーズから「A」、格付投資情報センターから「AA+」、日本格付研究所から「AAA」、をそれぞれ取得している。
	・産業投資を財源の一部とする「特定投資業務」のこれまでの実績としては、投融資に伴う資金運用収益等により当期純利益は令和7年3月末までの累計で712億円となっている。
	・令和8年度については、自己信用調達や手元資金の状況等も踏まえた上で、なお必要な資金として合計7,200億円の財政投融資を要求する。なお、令和4年度の運用残率については、例年に比べ、相対的に高い水準となっているが、資金需要動向等に応じて適切に執行してきている。
	・なし。
	（１）具体的な事業内容
	・平成27年6月より法定業務として開始した「特定投資業務」は、民間金融機関等と協調し、我が国の企業競争力強化や地域活性化を実現するためのリスクマネー供給を行うための産業投資を活用した枠組みである。
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